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ガネフォに感謝 

 

           ガネフォ水球 

村上(本郷)順三（80 歳） 

（成城大学出身） 

 
 私の人生（満８０歳）を振り返ってみた時、最初の試練は会社に入社した２年

目（満２４歳）でガネフォに出場した時の事であります。その時の経験・体験が、

その後の私を大きく育ててくれて、今の私があると信じています。 

 何といっても当時の日本水泳連盟の方針に従わず、日本国の本音と頭山立國氏

（慶応大学 東南アジア学友会代表） の考えに賛同したこと、日本とインドネシ

アの友好を重んじ、日本の将来のため、そして翌年開催の「東京オリンピックの 

成功」を願い、ガネフォに出場したあの時のエネルギーが、私のその後の人生に

大きく影響していると思っています。 

 

「何事も志を持って自分なりに努力すれば、結果は必ず付いて来る」 

 

と言う事をガネフォ出場から教わりました。そして、その事を心に抱きその後  

６０年間の人生に於いて、自分なりに努力してきた結果が、今の私であるとガネ

フォへ出場した事に感謝しています。そのガネフォ出場当時の事を思い出しなが

ら筆を執りました。 

 

１、ガネフォ出場の経緯 

ガネフォ（ＧＡＮＥＦＯ）とは「新興国スポーツ大会」の事であります。 

当時、ＩＯＣ（国際オリンピック委員会）を脱退したインドネシア（スカルノ大

統領）がＩＯＣに加盟していない中国と共にオリンピックに対抗し、開催したス

ポーツ大会で、インドネシアの首都ジャカルタに於て世界５１か国２,７００人が

参加した国際スポーツの大イベントであります。その後、ガネフォの地域大会と

して「アジアガネフォ」が１９６６年にカンボジアのプノンペンで開催されまし

たが、その後「スカルノ大統領の失脚」「中国の文化大革命」によってガネフォは

この２回だけで、あとは自然消滅してしまいました。 

 当時、インドネシアは国際水泳連盟からも除名されていました。国際水連の規

則には「国際水連に加盟してない国と試合することはできない」となっており、

インドネシアも中国も加盟してない為、日本水泳連盟としてはガネフォに参加し

ないことを表明していました。 
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 一方、アジア・アフリカの新興国は、日本がガネフォに参加する事を期待して

おり、もしも、日本がガネフォに参加しないのなら、翌年開催予定の「第１８回

東京オリンピック」をボイコットすると宣言しました。そのような状況下に於い

て立ち上がったのが頭山立國氏であります。 

 頭山立国氏は、「インドネシアと日本国との関係を良好なものにしたい」と考え

ており、出来るだけ多くの日本選手の参加を願っておりました。そこで頭山氏は、

慶應義塾中等部の頃から共に学んできた、旧友の井形敦氏（慶応大学水球部ＯＢ）

に日本水球選手の派遣について相談されたのです。その時、井形氏と共に慶応大

学水球部で井形氏の４年先輩にあたる山本健氏（成城学園高校から慶応大学へ進

学し、ローマオリンピックに出場したゴールキーパー）も同席され一緒にガネフ

ォの話を聞かれました。 

 そこで井形氏・山本氏の両名は、日本から水球チームを参加させることができ

るのかどうかを社会人水球チームの「５８クラブ」（関東大学一部リーグのＯＢで

結成。翌年の東京オリンピックの候補選手が何人も在籍している、日本水球会の

トップレベルの社会人チーム）に相談を持ち掛けました。 

すると５８クラブ内で検討が始まり、翌年の東京オリンピックに出場する候補

選手を除いた「クラブ内の次の選手を中心」にチームを編成することになりまし

た。 

 

２、ガネフォ水球チームの結成 

 ５８クラブ内から出場選手の選考にあたり中央大学出身・菅久尚武氏、日本大

学出身・内田啓一氏を中心に行われ、中央大出身４名、日本大出身３名、成城大

出身２名、法政大出身２名、慶応大出身１名の１２名が選ばれました。しかし、

その後慶応大は、ＯＢからの強烈な圧力（当時、日本水泳連盟の水球委員長は、

慶応大ＯＢのＮ氏でした）により井形氏から出場できなくなるかもしれないとの

話が浮上。ガネフォ出場の話を持って来て下さった井形氏が出場出来なくなるの

はとても残念に思いましたが、当時の状況（慶応大ＯＢから井形氏の勤務してい

る会社（Ｙ社）を経由して圧力があった）を考えた場合欠場の選択もありうるか

もしれないと思いました。（なお、慶応大ＯＢの山本健氏は、最初からＯＢの圧力

をキャッチしており、ガネフォに出場できないとの事で陰に回って我々を応援し

て下さいました。） 

 私は「もしも井形さんが欠場となった場合、ゴールキーパーが二人とも居なく

なり、これではチームが編成できなく成る」と思いました。 

その時、私の頭に真っ先に浮かんだのが京都・山城高校時代一緒にプレーした

１年後輩の「房野康滋さん」でした。 

房野さんは、山城高校を卒業後、日本大学に進学し日本一にもなり、海外試合
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の経験もありましたので「彼に勝るキーパーは居ない」と思いました。そこで、

早速、房野さんへ電話して「ガネフォ」という大会の話を説明して出場を依頼し

た所、こころよく了承してくれました。 

これで井形さんが万一出場できなくなった場合の準備は整いました。その後、

何日かして井形さんから「どうしても行けなくなった」との連絡があり、残念な

がら井形さんのガネフォ出場は成りませんでした。 

 

３、日本水泳連盟に脱退届を提出 

 ガネフォ出場選手が最終決定したところで、クラブ名を新しく１２名だけで 

「東京クラブ」を結成。日本の代表でないこともＰＲしてガネフォへ出場する事

にしました。また、我々１２名が日本水泳連

盟に所属している状態でガネフォに出場し

た場合、“日本水泳連盟に迷惑がかかるとい

けない”と言う事で、私が毛筆で「脱退届」

を書き、菅久キャプテンに託しました。  

（当時、新聞報道で１３名と書かれたものも

ありますが、井形さんを外して提出していま

すので、正しくは１２名です。） 

それにもかかわらず、日本水泳連盟は我々の提出した脱退届は受理せず、ガネ

フォ出場選手に対しアマチュア資格をはく奪し「永久除名」という処分を下しま

した。また、当時水球委員の３名（菅久、村川、中山）も水球委員を直ちに除名

されました。 

 この事で我々１２名は、チーム結成時より一層団結する事になり、固い絆で結

ばれるようになりました。あれから５５年が過ぎた今でもお互いに強く結ばれて

いるのは、このような理由からでもあります。 

 なお、ガネフォ開催から９年後の１９７２年（昭和４７年）９月に日本（田中

角栄）と中国（周恩来）の間で日中国交正常化が結ばれた事で、我々は日本水泳

連盟に全員（１２名）復帰する事となりました。 
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４、ガネフォへの出発準備 
 ガネフォ出場の水球選手１２名が決まってから出発までの期間は、そう長くは

ありませんでした。（２週間ぐらい）１１月２日の第１陣出発までの間に、大会

出場への準備（日の丸入りの水泳パンツや水球チームのユニフォームを選手の寸

法に合わせて誂える）をせねばならないし、また国内で水球の練習もしなければ

なりませんでした。 
 
私は会社に入って間もない若手社員ですから会社業務は通常どおり１７時まで

勤務し、その後、ガネフォの準備・連絡等を行わねばなりませんでした。 
 日本水泳連盟は当然協力してくれないし、先輩や後輩にも協力を頼めない中助

けて下さったのが、ガネフォの話を最初に持って来て下さった山本健様（当時ア

サヒビール勤務、ローマオリンピックのゴールキーパー）でした。山本健様は、

練馬区にアパートの一室を借りて下さり「ここを使いなさい」と我々に無償で提

供して下さいました。（我々に資金がないのを知っておられ、ご自分の負担で提

供）そのお蔭で出場選手の皆が一同に集まる場所が出来て、ガネフォ出場の為の

準備がスムーズに行くようになりました。また、一致団結する事も出来ました。

山本健様には、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 
『その節は、本当にありがとうございました。』 

 
 当時、東京都内にある温水プールは、東京大学の地下温水プール（２５ｍ）と

昭和３３年（1958 年）の第３回アジア大会が開催された東京都立体育館の屋内

プール（５０ｍ）の２か所だけ。もちろんそのプールの使用は、水連からの手が

回っており、我々には使用させてくれませんでした。 
 そこで、成城大学時代に合宿練習をした伊豆河津、峰温泉の菊水旅館の温泉プ

ール（２５ｍ）をお借りして５日間の合宿練習を計画し、実施しました。このプ

ールは、水深が浅く足が着くため水球には向きませんが、体力維持のための練習

にはなりました。 
  

ガネフォ出発の前夜（１１月１日の夜）、芝の旅館に水球選手１２名が全員集

まり、翌日の出発に不備が無いように、準備に万全を期しました。その時、ガネ

フォ水球チーム結成前まで一緒に練習して来た「５８クラブ」の人達が、激励の

為に旅館へ来て下さったのは、本当に嬉しかったことを覚えています。 
 ガネフォ出場に際し、いろいろな事で苦労したことは、その後の私の人生に於

いて良い出来事だったと思っています。今ではガネフォに出場した事に感謝して

います。 


